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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成28年3月10日(2016.3.10)

【公開番号】特開2015-148236(P2015-148236A)
【公開日】平成27年8月20日(2015.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2015-052
【出願番号】特願2014-19790(P2014-19790)
【国際特許分類】
   Ｆ１５Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｆ１５Ｂ  11/17     (2006.01)
   Ｅ０２Ｆ   9/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１５Ｂ   11/00     　　　Ｎ
   Ｆ１５Ｂ   11/16     　　　Ａ
   Ｅ０２Ｆ    9/22     　　　Ｋ
   Ｅ０２Ｆ    9/22     　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　コントロールバルブユニット４は、第１～第３圧油供給路１０５，２０５，３０５に接
続され、メインポンプ１０２の第１及び第２吐出ポート１０２ａ，１０２ｂ、メインポン
プ２０２の第３吐出ポート２０２ａから複数のアクチュエータ３ａ～３ｈに供給される圧
油の流量を制御する複数の流量制御弁６ａ，６ｂ，６ｃ，６ｄ，６ｅ，６ｆ，６ｇ，６ｈ
，６ｉ，６ｊと、複数の流量制御弁６ａ～６ｊの前後差圧が目標差圧に等しくなるよう複
数の流量制御弁６ａ～６ｊの前後差圧をそれぞれ制御する複数の圧力補償弁７ａ，７ｂ，
７ｃ，７ｄ，７ｅ，７ｆ，７ｇ，７ｈ，７ｉ、７ｊと、複数の流量制御弁６ａ～６ｊのス
プールと一緒にストロークし、各流量制御弁の切り換わりを検出するための複数の操作検
出弁８ｂ，８ｃ，８ｄ，８ｆ，８ｇ，８ｉ、８ｊと、第１圧油供給路１０５に接続され、
第１圧油供給路１０５の圧力を設定圧力以上にならないように制御するメインリリーフ弁
１１４と、第２圧油供給路２０５に接続され、第２圧油供給路２０５の圧力を設定圧力以
上にならないように制御するメインリリーフ弁２１４と、第３圧油供給路３０５に接続さ
れ、第３圧油供給路３０５の圧力を設定圧力以上にならないように制御するメインリリー
フ弁３１４と、第１圧油供給路１０５に接続され、第１圧油供給路１０５の圧力が第１吐
出ポート１０２ａから吐出される圧油によって駆動されるアクチュエータの最高負荷圧に
バネの設定圧力（所定圧力）を加算した圧力（アンロード弁セット圧）よりも高くなると
開状態になって第１圧油供給路１０５の圧油をタンクに戻すアンロード弁１１５と、第２
圧油供給路２０５に接続され、第２圧油供給路２０５の圧力が第２吐出ポート１０２ｂか
ら吐出される圧油によって駆動されるアクチュエータの最高負荷圧にバネの設定圧力（所
定圧力）を加算した圧力（アンロード弁セット圧）よりも高くなると開状態になって第２
圧油供給路２０５の圧油をタンクに戻すアンロード弁２１５と、第３圧油供給路３０５に
接続され、第３圧油供給路３０５の圧力が第３吐出ポート２０２ａから吐出される圧油に
よって駆動されるアクチュエータの最高負荷圧にバネの設定圧力（所定圧力）を加算した
圧力（アンロード弁セット圧）よりも高くなると開状態になって第３圧油供給路３０５の
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圧油をタンクに戻すアンロード弁３１５とを備えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　アクチュエータ３ｄ，３ｆはそれぞれ流量制御弁６ｄ，６ｆ及び圧力補償弁７ｄ，７ｆ
と第１圧油供給路１０５を介して第１吐出ポート１０２ａに接続され、アクチュエータ３
ｃ，３ｇはそれぞれ流量制御弁６ｃ，６ｇ及び圧力補償弁７ｃ，７ｇと第２圧油供給路２
０５を介して第２吐出ポート１０２ｂに接続されている。アクチュエータ３ｄ，３ｆは、
それぞれ、例えば油圧ショベルのバケットを駆動するバケットシリンダ、下部走行体の左
側履帯を駆動する左走行モータである。アクチュエータ３ｃ，３ｇは、それぞれ、例えば
油圧ショベルの上部旋回体を駆動する旋回モータ、下部走行体の右側履帯を駆動する右走
行モータである。アクチュエータ３ｅ，３ｈはそれぞれ流量制御弁６ｅ，６ｈ及び圧力補
償弁７ｅ，７ｈと第３圧油供給路３０５を介して第３吐出ポート２０２ａに接続されてい
る。アクチュエータ３ｅ，３ｈは、それぞれ、例えば油圧ショベルのスイングポストを駆
動するスイングシリンダ、ブレードを駆動するブレードシリンダである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　図１に戻り、コントロールバルブユニット４は、上流側が絞り４３を介してパイロット
圧油供給路３１ｂ（後述）に接続され下流側が操作検出弁８ａ，８ｂ，８ｃ，８ｄ，８ｆ
，８ｇ，８ｉ，８ｊを介してタンクに接続された走行複合操作検出油路５３と、この走行
複合操作検出油路５３によって生成される操作検出圧に基づいて切り換わる第１切換弁４
０，第２切換弁１４６及び第３切換弁２４６とを更に備えている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　流量検出弁５０は通過流量（パイロットポンプ３０の吐出流量）が増大するにしたがっ
て開口面積を大きくする可変絞り部５０ａを有している。パイロットポンプ３０の吐出油
は流量検出弁５０の可変絞り部５０ａを通過してパイロット圧油供給路３１ｂ側へと流れ
る。このとき、流量検出弁５０の可変絞り部５０ａには通過流量が増加するにしたがって
大きくなる前後差圧が発生し、差圧減圧弁５１はその前後差圧を絶対圧Pgrとして出力す
る。パイロットポンプ３０の吐出流量は原動機１の回転数によって変化するため、可変絞
り部５０ａの前後差圧を検出することにより、パイロットポンプ３０の吐出流量を検出す
ることができ、原動機１の回転数を検出することができる。原動機回転数検出弁１３（差
圧減圧弁５１）が出力する絶対圧Pgrは目標LS差圧としてレギュレータ１１２，２１２に
導かれる。以下において、差圧減圧弁５１が出力する絶対圧Pgrを、適宜、出力圧Pgr或い
は目標LS差圧Pgrという。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１０３】
　第２可変減圧弁１１２ｑでは、このときのメインポンプ２０２の吐出圧P3aによって第
２設定圧が初期値から減少し、P3a＝P3minであるため、第２可変減圧弁１１２ｑは図８の
直線Ｑ１の特性となる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　Px3'aに減圧された点ａの圧力は第２可変減圧弁１１２ｑの出力圧Px3outとして第１可
変減圧弁１１２gの受圧部１１２ｈに導かれる。ここで、Px3'aは減圧された圧力であるた
め、第１可変減圧弁１１２gは図９の直線Ｚの特性（第２減圧特性）となる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　一方、流量制御弁６ａが図１中で上方向に切り換わると、ブームシリンダ３ａのボトム
側の負荷圧が流量制御弁６ａの負荷ポートを介して第３負荷圧検出回路１３３によって最
高負荷圧Plmax3として検出され、アンロード弁３１５と差圧減圧弁３１１に導かれる。最
高負荷圧Plmax3がアンロード弁３１５に導かれることによって、アンロード弁３１５のセ
ット圧は、最高負荷圧Plmax3（ブームシリンダ３ａのボトム側の負荷圧）にバネの設定圧
力Punspを加算した圧力に上昇し、第３圧油供給路３０５の圧油をタンクに排出する油路
を遮断する。また、最高負荷圧Plmax3が差圧減圧弁３１１に導かれることによって、差圧
減圧弁３１１は第３圧油供給路３０５の圧力P3と最高負荷圧Plmax3との差圧（LS差圧）を
絶対圧Pls3として出力し、このPls3はＬＳ制御弁２１２ｂに導かれる。ＬＳ制御弁２１２
ｂは、目標LS差圧Pgrと上記LS差圧Pls3を比較する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
　水平均し作業では、ブーム上げは微操作なので、上記（ｂ）で説明したように、ブーム
シリンダ３ａのメイン駆動用の流量制御弁６ａのメータイン通路の開口面積はＡ１以下と
なり、アシスト駆動用の流量制御弁６ｉのメータイン通路の開口面積はゼロに維持される
。ブームシリンダ３ａの負荷圧は流量制御弁６ａの負荷ポートを介して第３負荷圧検出回
路１３３によって最高負荷圧Plmax3として検出され、アンロード弁３１５が第３圧油供給
路３０５の圧油をタンクに排出する油路を遮断する。また、最高負荷圧Plmax3がメインポ
ンプ２０２のレギュレータ２１２にフィードバックされ、メインポンプ２０２の容量（流
量）が流量制御弁６ａの要求流量（開口面積）に応じて増加し、メインポンプ２０２の第
３吐出ポート２０２ａからブーム操作レバーの入力に応じた流量の圧油がブームシリンダ
３ａボトム側に供給され、ブームシリンダ３ａは第３吐出ポート２０２ａからの圧油によ
り伸長方向に駆動される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８２】
１　原動機
１０２　可変容量型メインポンプ（第１油圧ポンプ）
１０２ａ，１０２ｂ　第１及び第２吐出ポート
１１２　レギュレータ（第１ポンプ制御装置）
１１２ａ　低圧選択弁
１１２ｂ　ＬＳ制御弁
１１２ｃ　ＬＳ制御ピストン
１１２ｄ，１１２ｅ　トルク制御ピストン（第１トルク制御アクチュエータ）
１１２ｆ　トルクフィードバックピストン（第３トルク制御アクチュエータ）
１１２ｇ　第１可変減圧弁
１１２ｈ，１１２ｉ　受圧部
１１２ｊ，１１２ｋ　油路
１１２ｎ，１１２ｐ　油路
１１２ｒ　絞り
１１２ｑ　第２可変減圧弁
１１２ｓ，１１２ｔ　バネ
１１２ｕ　バネ（第１付勢手段）
１１２ｖ　トルクフィードバック回路
２０２　可変容量型メインポンプ（第２油圧ポンプ）
２０２ａ　第３吐出ポート
２１２　レギュレータ（第２ポンプ制御装置）
２１２ｂ　ＬＳ制御弁
２１２ｃ　ＬＳ制御ピストン（ロードセンシング制御アクチュエータ）
２１２ｄ　トルク制御ピストン（第２トルク制御アクチュエータ）
２１２ｅ　バネ（第２付勢手段）
１１５　アンロード弁
２１５　アンロード弁
３１５　アンロード弁
１１１，２１１，３１１　差圧減圧弁
１４６，２４６　第２及び第３切換弁
３ａ～３ｈ　複数のアクチュエータ
４　コントロールバルブユニット
６ａ～６ｊ　流量制御弁
７ａ～７ｊ　圧力補償弁
８ａ～８ｊ　操作検出弁
９ｂ～９ｊ　シャトル弁
１３　原動機回転数検出弁
２４　ゲートロックレバー
３０　パイロットポンプ
３１ａ，３１ｂ，３１ｃ　パイロット圧油供給路
３２　パイロットリリーフバルブ
４０　第１切換弁
５３　走行複合操作検出油路
４３　絞り
１００　ゲートロック弁
１２２，１２３，１２４ａ，１２４ｂ　操作装置
１３１，１３２，１３３　第１，第２，第３負荷圧検出回路
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